
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 23 - 2 - 5

・事業概要

・事業内容

・事業期間

・基幹事業との関連性

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　楢葉町は、東日本大震災により高さ10.5ｍの津波が襲来し、13名の方が亡くなり
住宅98戸が流出損壊するなど、壊滅的な被害を受けた。当該地域の一部を移転促進
区域に設定し、波倉・下井出・前原・山田浜の4地区においては防災集団移転促進事
業等により集団移転を予定している。
　当該事業を進めるために必要な移転先・移転元の用地取得を迅速に行うために
は、権利関係を確認した上で短期間で多数の地権者と用地交渉を重ね、その同意状
況の把握及び管理をしていく必要がある。
　このような広範多岐にわたる復興事業を推進するにあたり、それぞれが必要とす
る情報を一元管理し、関係部署間において適正な情報の共有化を図るため、都市計
画図、地形図、航空写真等の位置情報を重ね、さらにこれを視覚化するＷＥＢ通信
技術を活用した地図情報システム（ＧＩＳシステム）を導入するものである。

16,748

16,748事業費計

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

全体事業費 16,748（千円）

（27）津波被災情報等ＧＩＳ基盤整備事業

楢葉町復興ＧＩＳシステム導入事業

事業番号

　当該効果促進事業（楢葉町復興ＧＩＳ導入事業）の実施により、複数の情報を一
元管理し用地取得事務の迅速・効率的に行うことで、基幹事業（防災集団移転促進
事業）の促進に大きく寄与する。

（千円）

（千円）

一式

平成26年4月～5月

ＧＩＳシステム導入委託


